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国土交通省が平成 26 年 9 月に策定した「建設リサイクル推進計画２０１４」では、品目ごとに平成３０年度目標と目

標達成のための方策が定められています。目標達成のためには、最新の取り組み状況などを踏まえる必要があるとの認

識のもと、機関誌「建設リサイクル」では、行政、関係業界等の最新の取り組み等について、「更なる建設リサイクルの

推進に向けて」と題する特集記事を 2016 年夏号から 2017 年秋号まで６回掲載しました。本書は、６回分の特集号

の記事等を１冊に取りまとめたもので、建設リサイクルの重点課題への最新の取り組みを網羅した唯一の
情報誌です。建設リサイクルに係わる全ての方のバイブルといえます。 
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